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「砂 に埋 もれた町」説話

その2つ の系統と相互関係

尾 白 悠 紀

は じめ に

現在、東 トルキスタンの住民の大半はムス リムである。では、当地域の人々はいつ、 どの様

な過程を経てイスラームに改宗 したのか。残念なが らこの問題 については、史料がほとんど残

されていない為に、未だ不明の点が多い。 しか し、10～15世 紀 という長い時闇をかけて徐々に
①改宗 し

ていったものと考えられている。

では、具体的にどの様な人々がどの様な方法 を以て、その地の住民 をイスラームに改宗させ

ていったのか。

この問題 を考える上で筆者が注目するものが、16世 紀の半ば、中央アジア出身のモグールの

貴族 ミールザー ・ハイダルMirza　 Muhammad　 Haydar　 Dughlat(1499-1551年)に よって著 さ
②れた歴史書 『

ター リーヒ ・ラシーデ ィー』Tarikh-i Rashidi(以下TR)に 見える1つ の説話で

ある。

それは、14世 紀に束 トルキスタンー帯を支配 していた東チャガタイ ・ハー ン国(モ グーリス

ターン・ハーン国)の 君主 トゥグル ク ・ティムール ・ハー ンTughluq　 Timur　 Khan(以 下、 ト
③

ウグルク ・ティムール)の イスラームへの改宗諏の前半部分に登場する(本 稿では、その説誕を

「砂に埋 もれた町」説話と仮称する)。そ して、それ とよく類似 した話は、7世 紀の仏教僧、玄笑

の旅をまとめた 『大唐西域記』(以下 『西域記』)内 にも見え、その事実は、既にグルナールや
④濱

田正美によって指摘 されている。 さらに、この説話は上記2つ の史料のみに登場するだけで

なく、他にも様々な場所及び時代の史料内に散見 されてお り、その事実は今まで部分的に紹介

されて米た。

しか し、管見の限 り、 この説話について総合的 ・統一的に述べた研究は未だ存在 しないと思

われ る。

よって本稿は、東 トルキスタン住民へのイスラーム布教 という問題 を考察する為の前段階と
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して、諸史料に見える様々な 「砂に埋 もれた町」説話を整理 し、各々が持つ特徴 とその系統を

まとめ、当説話の地理的 ・時代的な分布 とその相互関係を考察 しようとす るものである。

1.諸 史料 に見 え る 「砂 に埋 もれ た町 」説 話 とその 系統

1-1.TRに 記 される 「砂に埋 もれた町」脱話

TRの 記述によれば、 トゥグル ク ・ティムールは、シャイフ ・ジャマールッディーンShay・

khJamala1・Din(以 下、ジャマールッディーン)な る人物によってイスラームへの信仰 を勧め
⑤

られた結果、それに改宗することを決心 した。対象の説話は、その改宗を勧めたジャマール ッ
⑥

ディー ンが トゥグル ク ・テ ィムールに会 う前に住んでいたロブ ・カタクLop Katak己 底 Ψ'

という町で起 こした奇跡 として登場する。著者の ミールザー ・ハイダルは、この話をジャマー
⑦

ルッデ ィーンの直接の子孫であ り 「クチャのホージャKhwaja」 として、クチ ャに本拠を構 え

ていた一族のマウラーナー ・ホージャ ・アフマッ ドMawlana Khwaja Abmadと いうイスラ
⑧

一ムの聖者か ら直接聴いたとする。以下にその該当箇所を掲載する。長文である為、場面毎に
⑨

区分 し、要点をまとめて紹介する(全 訳は巻末の 〈史料全訳〉の項に掲げる)。

① アフマ ッ ドは、自身の祖先 として、最後にシャイフ ・ジャマール ッディー ンという人物
⑭

について語る。彼は、(ロブ)カ タクの町に居住 していた。

② ある日、シャイフは礼拝の後、説教を し、「私は、繰 り返 し説教 と助言を して来たが、

誰 も心 に留めなかったようだ。故に、神はこの町 にある大 きな災害を送 り出 した。」 と

人々に語った。

③ モスクのムアッジン(礼 拝の時刻を告げる人)は 、シャイフが去 って行 くのを見かけた。

彼は、シャイフの言葉を信用 していたので、「私 も同行 させて下 さい。」 と懇願 した。 シ

ャイフは許可 し、彼 もまた同行者 とな り、郊外 までやって来た。その後、ムア ッジンは

用のために町へ戻 る許可をシャイフから得る。

④ 彼は用を済 ませ ると、最後の挨拶 として就寝前に行 う礼拝への呼掛 けを しようと考 え、

モスクの ミナ レッ ト(尖 塔)に 上 り実行 した。その時、彼は天か ら砂が町全体 を完全に

飲み込むように降って来るの を見た。暫 く経つ と、砂が積 もった為に地面が近 くな り、

自分以外の人物は誰 もいなくなっていた。彼は、砂の斜面に飛び移 り、恐れ震えなが ら

す ぐに引き返 した。

⑤ 真夜中にシャイフの許 に到着すると、彼はその出来事 を話 した。彼 らは急いで逃げた。

⑥ 現在、その町は砂の下にある。かつて壮麗な町であったカタクの町は今、砂の底にその

ままの状態で残 されている。

*
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以上が、 トゥグルク ・ティムールの改宗諏前半に見える 「砂に埋 もれた町」説話の概要であ

る。話はこの後、 トゥグルク ・ティムールとジャマール ッディー ンとの出会いへ と続 く。

では次に、グルナールや濱田によって、この物語 と大変よく似ていると指摘 されている 『西

域記』内の説話を比較のために紹介する。

1-2.「 西域記」に見られ る 「砂 に埋もれた町」説話

唐の僧玄奨 は、627(貞 観元)年 頃、イ ンドに向か って長安を出発 し、645(貞 観19)年 正月

に長安へ帰還 したとされる。問題の説話は、その帰国の旅の途中、彼が盟薩旦那國(現 在のホ

ータンKhotan)を 経 由 した時 に、地元の人から聴いた伝説 として紹介 されている。以下 に、

場面毎に要所をまとめて掲載する。

ビ ⑪『大唐
西域記』巻第十二 盟薩旦那國 ・娩摩城条(T51:945b℃)(原 文、全訳は巻末の 〈史料

全訳〉の項に掲げる)
⑫①

娩摩城に仏立像が有 り、甚だ霊験 あらたかである。

② この像 について土地の者 は次のように語 る。この像 は、仏 の在世 に、僑 賞彌國Skt.

kau§ambi(コ ーシャンビー国)の 郎陀術那(ウ ダヤナ)王 によって作 られ、仏滅後 そこ
⑬ ⑭か ら

、北の易勢落迦(ラ ウラカ)城 中に飛んで来た。 しか し、この城の人はその仏像 を

大切にしなかった。後に1人 の阿羅漢が現れ、この像 を礼拝 した。この国の人はその人

を怪 しみ、王に知 らせた。王は 『砂土をその者にふ りかけよ』 と命令 した。故に、その

阿羅漢は身に砂を受け、口に砂を食 らい食糧を絶たれて しまった。

③ その時、ある者が、人々のその所業に心痛めていた。常々この像 を敬っていた人で、密

かに阿羅漢へ食べ物を供 えた。阿羅漢は町 を去ろうとし、その人に、『私が去 った後の

7日 間、沙土が降 り、この城 をうずめ、ほぼ生き残っている者はいな くなるだろう。あ

なたは、早 くここかち脱出する計画を立てた方が良い。』 と忠告 し去った。そこで、親

類などに知 らせたが、誰も本気にしなかった。

④2日 目になると、様々な宝物が降 り、街路に満ちた。その人は阿羅漢の言葉 を信 じてい

たので、 トンネルを開いて城外に出、この災難 を避 けた。7日 目の夜半過 ぎに、降 った

沙土は城中に満ちた。その人は トンネルか ら出て、東の方向のこの国に向かって行 き、

娩摩城に留まった。すると像 もまたやって来た。そこでこの場所にて供養 した。

⑤ 今、禺勢落迦城は大きな砂の丘陵を形成 している。多 くの者が発掘 しその宝物 を入手 し

ようとするが、辿 り着けても猛風が急に起こり煙雲が四方を取 り囲み、道を見失ってし

まう。
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*

以上が、玄笑の伝えるところの 「砂に埋 もれた町」説話の概要である。TR中 の伝説 と比較

すると、細かな設定、進み方については、かな り違いが見 られる。 しか し、話の主題 と登場人

物の役割については、ほとんど変化 していないことに気付 く。すなわち、『西域記』の方が仏

教を基礎にし、災害が起こるきっかけを仏像とそれを敬 う阿羅漢に対する不敬に求め られてい

るのに対 し、TR中 の伝説はイスラームを基礎にし、災害のきっかけを神(ア ッラー)と その

使徒であるシャイフに対する不敬に求めている。また、仏像や阿羅漢を敬 う人物についても、

ただの信仰者か らムア ッジンにその性質が変化 しているものの、基本的な役割は変わっていな

いことが分かる。

この様 に、仏教に関する伝説、或 いはイスラームの聖者の奇跡諏 として、『西域記』 とTR

の中に同種の説話が含 まれていることは、実に興味深い事実であると思われ る。TRが 書かれ
⑮

たのは1540年 代 と考えられているか ら、玄笑がこの伝説をホータンの人から聴いてか ら、ちょ

うど900年 のプランクがある。

これ らと類似 した話は、他の仏教や イスラームに関係する文献 にも確認されている。

1-3.「 西域記』以外の仏典内に見られる 「砂に埋 もれた町」説話
⑯

『西域記』以外に も 「砂 に埋 もれた町」説話は、仏典内に見 られ ることが指摘 されてお り、
⑰

その話の起源や各々の相互関係が比較的早 くから論 じられてきた。この説話は、仏教教団の決

まりごとを規定 した律の中に主に引用される。

以下に、漢訳 『根本設一切有部毘奈耶』(以下 「有部律』)内 の該当箇所 を紹介す る。この史

料は、唐代の僧義浄(635-713年)が671年 か ら695年のインド巡歴の際、手に入れた梵本を帰国

後、訳経 したものの1つ で、広 くイン ドか ら中央アジアにかけて隆盛 したとされる一大仏教勢

力、説一切有部が伝持 した律 として有名なもので もある。 また、漢訳 とほぼ同 じ内容 を持つ文
⑱

献資料が 『チベ ッ ト大蔵経』やサ ンスクリッ ト断片GilgitManusripts(以 下GM)に 存在す

ることでも知 ちれる。 さらに、 この 『有部律』は他の律典 と比べ説話の数が多 く、「説話の宝
⑭

庫」とも形容され るものである。以下に、『有部律』に見 える説話 を場面毎に要所 をまとめて

掲載する。

『根本説一一切有部毘奈耶』巻第四十六 入王宮門學威第八十二之三

【あらす じ】ブ ッダ在世中の こと、妻の求めで出家 した父仙道Skt.rudrayaOaか ら勝音roru一
⑳

ka城 の王位 を譲 られた頂留sikhandin王 は、初め、父の言い付けを守 り善政 を布いていたが、

段々 と悪政 を布 くようにな り、それ をとがめ る父の代か ら仕 えていた利益hiru・ 除患bhiru
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の二大忠臣を追放 し、悪大臣(倭 臣)を 重用するようになった。

ある時、頂讐王はその悪大臣に唆され、阿羅漢 となった実の父を刺客によって殺 して しまう。

このことを後悔 し、一度は悪大臣を遠ざけ、2人 の忠臣を復帰 させた王であったが、悪大臣の

策略で再 び彼 を登用 したばかりか、彼か ら阿羅漢などといった者たちは存在 しないと思い込 ま

されて しまう。故に、王はそれまで行ってきた教団に対する食糧の布施 を一切止めてしまった。

以下に掲載する本文 は、それに続 く箇所である。

【本文 ・現代 日本語訳】(T23:880b・c)(原 文、全訳は巻末の 〈史料全訳〉の項に掲げる)
⑳①

その時、多 くの五衆 は、飲食が無いので皆な四散 し、唯だ大迦多演那mahakatyayana

及び世羅 §aila比丘尼のみがこの城に留 まっていた。

② ある時、比丘が朝早 くに勝音城 に乞食に行 ったところ、頂書王 を遠 くに見かけ、「王は

私 を見て、嫌悪感 を生ぜ られるか もしれない。」 と考えた。故に王一行を避 けて去った

のだった。王は、彼を見かけた後、悪大臣に 「何故、比丘は私を見 ると、去 ってしまっ

たのだ2」 と尋ねた。悪大臣は、「『父を殺 し、罪を犯 した者によって我が身に塵が降 り

かけちれないように しよう』 と考えた為に去 ってしまったのです。」 と答 えた。王は大

いに怒 り、多 くの兵士に、それぞれ一握 りの土を彼の上に撒かせ ることにした。

③ 比丘はこの事を知 ると、す ぐに小室を作 り出し、中に入った。この城の人々は塵土 を、

その上に投げ捨て、大きな土の塊が形成された。利益 ・除患の二大忠 臣が、それを見て

土 を取 り除き、比丘 に 「この所業に対 し、 どの ような報いを受けるかP」 と尋ねた。す

ると比丘は 「7日 後に塵土が降 り、あらゆる城郭が埋 もれ、何 も残 らないだろう。」と

答 えた。

④ この日から、天は珍宝を降 らし、6日 目に至るまでそれを降らせた。その時、二大忠臣

は、それぞれ珍宝 を2隻 の船に収め、夜中に城を脱出 した。

⑤ 比丘は、7日 目に塵土が降るのを見ると、城中の昔から住んでいた天女 と侍者の童子と

共に、空に上 って去 り大きな集落に至った。

⑥ その集落では穀場の中に落ち着いた。比丘は村に入って乞食 したが、天女の天力のため

に穀場の穀物が自ず と満たされた。

その後、 この奇跡 を見た村人達によって天女は村 に留 まって くれるように頼 まれた。彼女は

比丘の為にお堂を建て、 また白分 にも神廟を建てて供養す ることを条件にその要請を受け入れ

た…。

*

以上が、『有部律』内に見える該当部分の概要である。平岡聡 によれば、上記 に示 した因縁

物語は、GMに は確認出来ないものの、『チペ ット大蔵経』にはほぼ同 じ内容の話が掲載 され
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@
ているという。また、サ ンスクリッ ト版の 『有部律』を中心 に幾つかの説話 を抜 き出 し作成 さ

⑳
れたとされ る説話集 『デヴィヤ ・アヴァダーナ』D勿 励04伽 α(編 纂者不明,10世 紀前後、西北

⑳
インドにおいて編纂,以 下Divy.)と い うサンスクリットの文献内に も、ほぼ同 じ話が確認され

㊧
ている。

この様に、『有部律」 に挿入され る 「砂に埋 もれた町」説話は漢訳仏典 に留 まらず、『チベ ッ

ト大蔵経』やサ ンスクリッ トの説話集内にも含まれてお り、『西域記』の説話 と異 なる箇所 も
㊧

あるものの、細部において類似 している点 もあることが確認で きる。

1-4.イ スラームの聖者伝 丁adhkira内 に見 られる 「砂に埋 もれた町」説話

一方、TR以 外のイスラーム関連史料に見 られる 「砂 に埋 もれた町」説話については、濱田
⑳

が紹介 している。氏によれば、 この種の説話は7b伽 肋ηヅB㎏ 毎 κ勉π」(以下TB)と いう

書物のシャイフ ・ジャマール ッデ ィー ンShaykhJamala1-Dinの 伝や、その息子で実際 に ト

ゥグル ク ・ティムールを改宗 させ た人物 として名高いマウラーナー ・アルシャッドゥッディー

ンMawlanaArshada1-Dinと その子孫達を主人公 とした7ん4勲'πzヅ 福θωZ伽δ11zs乃嘱4魏
㊧

肱1」(以 下TMA),7海4肋 加'泌Z欝 痂r4(以 下TI)の 中に見出されるという。いずれ も東 トル

キスタンにおいてチャガタイ語で書かれた聖者伝であ り、[濱 田2006]に はこれ ら3本 の校訂

テクス トが付されてお り、TMAに ついてはその 日本語訳 も掲載 されている。本稿 ではその
⑲

TMAの 訳の該当箇所を紹介 したいと考 えるが、長文の為、場面毎に要点を述べ るに留めたい。

① ジャマール ッデ ィー ンー行は、カタクの都に到着 した。そこの人々は、ムスリムではな

く拝火教徒gabranで あった。

② 彼らは王の宮殿に赴 く。王に謁見す ると、イスラームに改宗することを求めた。 しかし、

王は承認 しなかった。

③ 故に、ジャマール ッデ ィーンは市場に行き、高い場所に上 り、大声で 「今夜、 この町に

砂が降るぞ。我 らの宗派 に改宗す るならば安金だが、 さもなければ砂が埋めて しまう

そ。」 と人々に布告 した。す ると15人 だけが信用 しムスリム となったが、他の人々は全

く信 じなかった。

④ その夜、彼 らが礼拝 していた時、何人 もの拝 火教徒が現れ、彼らを馬鹿にし、砂を撒 き

散 らした。すると、その拝火教徒達の腕 は干乾び、目が見えな くなって しまったので、

ジャマール ッデ ィーンは改宗す るならば助けてや ると言 うが、彼 らは断って しまう。

⑤ また、ジャマール ッデ ィーンはある小路で夜警に出会い、捕 まえられて しまう。彼は、

奇跡 によって彼 らを倒 した後、改宗 した人々を隔離 し、「天 より砂 を降 らせたまえ。カ

タクの町を滅ぼ した まえ。神は偉大な リ。」 と祈願 した。すると砂が降 り始め、 日の出
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まで降 り続 き、この町は端から端 まで砂地 となった。

⑥ その後、 ジャマールッデ ィーンはどこに向かうべ きか、聖者の霊魂にお伺いをたてた。

す る と預 言者 ムハ ンマ ドを筆頭 とす る7人 の聖 者が現 れ、彼 にアル ダヴ ィール

Ardawi1(ア クスの雅名)の 町に赴 けと指示 し、そこで トゥグル ク ・テ ィムールなる者

がムスリムとなることを約束 し、あなたの息子によって実現 されるだろ うとのお告げが

あった…。

*

以上がTMAに 書かれる 「砂に埋 もれた町」の説話に当たる箇所の概要である。 このTMA

に引かれ る話をTRの ものと比較 してみると、話の大筋は変わ らない もののTMAの 方がカ

タクの王への謁見などTRに は見 ちれない場面がある。この他、奇跡の起 こる数が多いな ど、

より物語性が強調 されていることに気付かされる。濱田によれば、 ジャマール ッディーンとそ

の子マウラーナー ・アルシャッ ドゥッディーン父子の物語 を最初に記 したの はTRで あ り、
⑭

TMAを は じめ とする上に挙げた聖者伝が、これに依拠 していることはほぼ間違いない という。

因みに、濱田はその成立時期を、内容に1599年 没の人物が登場すること、清朝が登場 しない
⑳

ことなどの点から17世紀中に置いている。

以上、TR以 外のイスラーム関連史料中に見受けられる 「砂に埋 もれた町」説話につ いて紹

介 したが、その成立にはTRの 存在が大 きく関わっていたことが注 目される。

2.「 砂 に埋 もれ た町 」 説話 の2つ の系 統 とその相互 関係

一一口に 「砂に埋 もれた町」説話 と言って も、様々なバ リエーシ ョンが存在する。それ らの特

徴を史料毎にまとめたのが次ページの表である。それらの説話は、仏教説話の中で扱われてき

た 「ロールカ都城」を舞台 とした説話 と、16世 紀半ばのTRに 端を発 し、 ジャマール ッデ ィ

ーンを主人公 として 「カタク都城」を舞台とした説話の2系 統に大 きく分類出来 る。 そして、

各々が掲載される史料の性質から、前者 は 「砂に埋 もれた町」説話の 「仏教版」、そ して後者

は 「イスラーム版」 と解釈出来る(表 ・4の欄参照)。

では、これ ら2系 統の説話の問には、何 らかの関係があるのだろうか。この点に関 して、濱

田はTR中 の 「砂に埋 もれた町J説 話は、『西域記』の話のイスラーム版であり、ローランの

古代の記憶 を伝えた伝説が、長期間、ホータンの地域に残 っており、やがてイスラーム用に脚
⑫

色されたのであろうと述べ る。

確かに 「ロールカ都城」説話は、土地の者から直接聴取 した という玄装の記録か ら7世 紀前

半には、少な くともタリム盆地のホータン周辺の人々によって知 られていた可能性が指摘 出来
⑬
る。
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各史料 に見 える 「砂 に埋 もれ た町」 説話 ・対 照 表

「西域 記」 『有部律」類TRTMA

漢訳の元 となったサ

慣 懲 翫 。年_に よ鱒 轍{犠_記 述_縦
輔 齪 聴取 つて聴取される 灘 。世紀前後 一

編纂

2糊 の関係す騰 騨 塩 欝 流域 東瞬 スタン

玄笑 が 犠薩 旦 那(ホ 著者の ミールザー ・

3説 繊 拠 三繍 器 購 聡 不明9燃 登;宝㌃ 麗 の話を元に書か

取 フマ ツ ドより聴取

4説 話の系統 ロールカ都城説話 く仏教版〉 カ タク都城説話 くイスラーム版>

5撃 欝 舗 を1人 の阿羅漢1人 の比丘 ジャマール・デ・一ン

特 に 無 し(し か し、

65の 信仰撒 仏像 鵬 糠 鎌 蓬 誉申(ア・ラー)

げ る)

5の 人物に対 し

7砂 を撒 かせ る場 ○OxO

面の有無

8鼎 灘 鰹 購 漢を信仰2人 の忠大臣 一 般大衆

9箆 実霧 き鋤 〃 〃 ムア ・ジン 紫会のイスラーム改

1・ 欝 るまでの7日 後(砂 が降 るまで【ま様々な宝物が降る》 ジャマール ・デ ・一ンが予告を したその晩

漢訳には無いが、チ 本文では紹介 してい

ll瀞 蹴 鑛 驚つてそll響盤 蕪 騙 ・口徽1難
脱出す る て る方法で助 かる

×(砂 に埋 もれた町

の具体的な描写は無

今現在 の町の様 いが、共に逃げた天
12子 を描写 した場 ○ 女が辿 り着いた集落 ○ ×

面の有無 で祀 られた とい う後

日談は 「西域記」 と

類似)

ま た 、TRの 「カ タ ク都 城 」 を舞 台 と した 説 話 は 、 ハ イ ダル がTRを 記 述 し た年 代(1540年

代)と 束 トル キ ス タ ン に イ ス ラ ー ム が 広 ま っ て い っ た 時 期(10-15世 紀)と を 考 慮 す る と、 仏

教 版 の 「ロー ル カ 都 城 」 説 話 よ り も遅 れ て 登 場 した こ と は ほぼ 間 違 い な い 。 故 に 、 濱 田 の指 摘

は ほ ぼ 間 違 い無 い と思 わ れ る。

しか し、 上 述 した よ うに 、 義 浄 は674年 か ら685年 まで 滞 在 した イ ン ド ・ガ ン ジ ス流 域 の 寺 院
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⑮
において、漢訳 『有部律』の元 となった梵本を手に入れたとされていることか ら、7世 紀の後

半には、既にホータン周辺に限らず、イン ドの一部で も当説話が知 られていた可能性がある。

そ して、『チベ ット大蔵経』やDivy.内 の同類説話の存在から10世 紀頃 には、かな り広い地域

で流布 していた と考 えられる(表 ・1,2の 欄参照)。故に、TR中 の 「砂 に埋 もれた町」説話
⑭は

、必ず しも、ホータンの地域に残 っていた伝説をイスラーム用に脚色 した もの とは言えず、

この点については、筆者は濱田の意見に反対である。

では、イスラーム版の 「カタク都城」説話は、仏教版の 「ロールカ都城」説話を直接、参考

にした と考えることは可能であろうか。

もし、TRに おいてこの話 を語ったマウラーナー ・ホージャ ・アフマ ッ ドが 『西域記』など

を直接、参考 としていたならば、TRも 「ロールカ都城」を舞台 とした説話(「 ロールカ都城」

説話系統)に なっていて然るべ きであろ う。 このことか ら、筆者は、 イスラーム版の 「カタク

都城」説話が仏教版の 「ロールカ都城」説話を直接利用、改造 したというよりも、両説話が参

考 としたこれ らの説話の原型 となる話が、かな り広範囲に長期間に渡って存在 していたのでは

ないかと考える。

表の7の 欄は、説話中において砂が降って くることを予告 した人物に砂をかける場面の有無

を示 しているが、『西域記』、『有部律』類、そ してTMAに はその場面が存在するにも拘 らず、

TRに だけ見 られない。これは少 し不思議 に思われる。何故な らば、TRに は見 られないの に、

それを基 にして書かれたとされるTMAに はその記述が見 られるからである。

このことか ら濱田は、TMAが 書かれた17世紀 にもこの説話に関す るオーラルな伝承がタ リ
⑰

ム盆地 を中心 とした地域に残 っていたのではないか とする。筆者 も、 これこそ 「砂に埋 もれた

町」説話の原型が存在 していた証拠であると考える。つ まり、原型 となる話が、古 くは7世 紀

の昔から、タリム盆地やインドのガンジス流域 といったアジア各地で流布 してお り、仏教やイ

スラームといった宗教教団はそれを取 り込み、それを基礎 としなが らも、自らの都合の良い風

に作 り変えたのではないだろうか。

しか し源 型 と考えられる話が元々どこの伝説であったのか不明であるばか り塁 その原型

と考えられる伝説 自体がそもそも発見されていない事か ら、あ くまで もこの考えは推測の域を

出ない。

また、イスラーム側の 「カタク都城」説話が仏教側の 「ロールカ都城」説話を直接、利用 し

たという可能性 も完全には否定出来ないと考える。 ともあれ、各時代 ・各地域の史料に同類の

話が現 に存在 している以上、やは リモチーフとなった話が人々の間で伝えられていたことは十

分に考えられる。
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おわ りに

本稿にて筆者が述べたことを以下に簡略にまとめる。

①TRに 見 られ る 「砂に埋 もれた町」説話の類似説話として、筆者は仏教文献である 『西域

記』 と 『有部律』の一説話、そ して、イスラーム文献 タズキラに見 られるものの代表 とし

てTMAの 一説話を紹介 した。そ して、それらの話を、舞台となっている町の名称の違い

か ら、「ロールカ都城」説話と 「カタク都城」説話の2つ の系統に分類 した。そ して、各々

が掲載 される史料の性質か ら、前者は 「砂に埋 もれた町」説話の 「仏教版」、そ して後者は

その 「イスラーム版」 とした。

② 続いて筆者は、 これ ら2系統の説話のうち、 どちらが先に登場 したかという点 について検証

し、仏教版の 「ロールカ都城」説話が、イスラーム版の 「カタク都城」よりも早 く登場 し

た とい う結論に達 した。故に、その点では、TR中 の 「砂 に埋 もれた町」説話 は、「西域

記』の話のイスラーム版であ り、ローランの古代の記憶を伝えた伝説が、長期間、ホータ

ンの地域に残ってお り、やがてイスラーム用に脚色されたのであろうという濱田の指摘 に

は概ね賛成である。

③ しか し、漢訳 『有部律』の元 となった梵本は、義浄がイン ド・ガ ンジス流域の寺院 におい

て手に入れた とされていること、そして 『チベ ッ ト大蔵経』やDivy.内 に も同類説話が見

られるという仏教学の研究か ら、「砂に埋 もれた町」説話は、必ず しもホータン地域のみの

伝説 とは言えず、かな り広い地域で流布 していた と推測出来る。 よって、濱田が言 うよう

に、TR中 の 「砂 に埋 もれた町」説話が、長期間、ホータンの地域のみに残っていた伝説

をイスラーム用に脚色 した もの という点については、異を唱 える。

④ 最後 に筆者は、イスラーム版の 「カタク都城」説話が仏教版の 「ロールカ都城」説話を直

接手本 として利用 した と考えることは可能か という問題 について取 り上 げた。 しか し、今

の ところその証拠 は無い。 もし、TRに おいてこの話を語ったマウラーナー ・ホー ジャ ・

アフマ ッ ドが仏教 に伝 えられた ものを参考 としていたならば、TRも 「ロールカ都城」を

舞台とした説話(「 ロールカ都城」説話系統)に なっていて然 るべきではないか。この ことか

ら、筆者は、 イスラーム版の 「カタク都城」説話が仏教版の 「ロールカ都城」 を直接利用、

改造 した というよりも、両説話が参考 としたこれ らの説話の原型 となる話が、広い地域 に

長期間に亘 って存在 していたのではないか と考えた。つ まり、原型 となる話が、古 くは7

世紀の昔から、タリム盆地や イン ドのガンジス流域 といったア ジア各地 で流布 してお り、

仏教や イスラーム といった宗教教団はそれを取 り込み、利用 したのではないか。

この様 に、何百年に も亘ってア ジア各地で伝承 され続けた当説話は、各時代に繁栄 した宗教



教団 と少なか らず関係 を持っていた。

この うち、筆者は自身の研究テーマの関係から、特にイスラーム教団が どのような目的で、

当説話を利用 したのかという点に強い関心を抱いている。彼らは、その布教の一環 として、古

くか ら各地に伝わり、地元の人々に馴染みがあった伝説を自らの都合の良いように改造 し、利

用 しようとしたのではないか。 しか し、この仮説を実証す るには、未だ例が少な く、確かな証
⑲拠 も見付けられ

ていない。 よって、この問題については、今後の研究課題 としたい。

〈史料全訳〉

◆TRに 記 され る 「砂 に埋 もれた町」脱話全訳

…彼 ら(ア フマッドが語った彼の祖先たち)の 最後の人物はシャイフ ・ジャマール ッデ ィーン

ShaykhJamalal-Din 〔と い う名 Thacks./None;Teh./ であった。彼 は内面的な神秘

的能力の持ち主で(神 との合一で得られる)強 い幌惚感 を体験 した人物であ り、カタク

〔の 町Thacks./ Teh./None) に居住 していた。

Katak

ある金曜日、そのお方は礼拝の後に説教 をなされ、人々に次の ように話 した。「私 は、〔これ

までThacks./ .Teh./ 〕繰 り返 し説教と助言を して米たが、誰 もそれ を心に留め

なかったようだ。今、神一高め られ讃えられんことを一が、〔この町にある大 きな災害 を送 り

出 したThacks./ Teh./

ということが私に明らか となった。私は、この災難か ら逃亡 し、命が救 われ る

よう命 じられ、そうす ることが許 されている。(よ って)こ れがあなた方にす る私の最後の説

教である。私はあなた方に退去の許 しを乞い、〔別れの挨拶 Thacks./

をする。次に会 う時は、最後の審判においてであろう」と。(そ して)〔 シャイフは説教壇 より

降 りた Thacksノ Teh./

モ ス ク の ム ア ッ ジ ン(礼 拝 の時 刻 を告 げ る人)が や って 来 て 、 彼(シ ャ イ フ)が 去 っ て 行 くの

を見 た 。 彼(ム ア ッジ ン)は 、 シ ャ イ フの 言 葉 を 〔また/す っか りThacks. Teh./

信 用 して い た の で 、{シ ャ イフ に追 い付 き、彼 に)「 私 も同 行 させ て 下 さ い 」 と懇願 した 。 シ ャ イ

フ は お っ しゃ っ た 。 「〔よろ しいThacks./ ;Teh.ノ 〕。」(故 に)ム

ア ッ ジ ン も ま た 同 行 者 とな り、 町 か ら3フ ァル サ フ(約18km)(の 地 点)に 御 到 着 な され た 。

(その後)ム ア ッ ジ ン は 、 あ る重 要 な 用 の た め に町 へ 戻 る許 可 を(シ ャイフ か ら)得 た 。

彼 は 町 に 戻 り、 そ の 〔自 身 のThacks. Teh./None) 用事が済 む と、再び シャイフ

の方に向かって出発 した。金曜 日モスクに到着 した時、彼は最後の別れの挨拶 として、就寝前

に行 う礼拝の呼掛 け(※ 礼拝の時刻を告げる時に発する呼び掛け・アザーンadhan)を しようと考

えた。(そ して)モ スクの ミナ レッ トに上 り、就寝前に行う礼拝の呼掛 けを 〔行 ったThacks./



;Teh.' 〔そ の 祈 り/ア ザ ー ンThacks., Teh./ 〕 を して い る時 に 、

彼 は 、 天 か ら何 か が 降 っ て 来 るの を見 た。(そ れ は)雪 の よ う で あ っ た 。 しか し、 乾 燥 し て い

た 。 彼 は 、 ア ザ ー ンを 言 い な が ら しば ら く立 ち続 け 、 礼 拝 を済 ませ る と、(ミ ナ レ ッ トを)降 り

た。(す る と)モ ス クに 出 る戸 が 堅 く閉 ざ さ れ て い た 。(外 に出 るた め に)通 り抜 け られ る所 が 見

つ か ら な か った の で 、 彼 は ミナ レ ッ トに 上 っ た 。(そ して)見 わ た す と、 彼 は 、 砂 が ま る で 町

全 体 を 〔完 全 にThacks./ ;Teh./None〕 飲 み 込 む よ うに 降 っ て い るの を見 た。 しば ら

く経つ と、地面 が近 くなってい るの を見 た。注意 して見 てみ ると、人物 として は 〔唯一

Thacks./ ;Teh./None〕 、 彼 だ け が 残 っ て い た。 彼 は、(砂 の)斜 面 に 飛 び 移 り、 恐 れ震 え

な が ら(す ぐさま)出 発 した。

真 夜 中 に シ ャ イ フ の 〔許 にThacks./ Teh./ 到着すると、彼は(そ の)出 来事 を話

した。 シ ャイ フ は 直 ち に 出発 し、 言 った。 「〔全 能 に して 至 高 な るThacks.ノ

Teh。/None〕 神 の 怒 りか ら、 離 れ た方 が 良 い 。」 彼 らは 急 い で逃 げ た。

現在、その町は砂の下にある。時々、風が砂を運び去 り、 ミナレッ トの先端や丸屋根の頂部

が現れる。強い風が家々を再び出現 させた時に、人々は(そ の)家 の内部に進入 したが、家具

の全てが立ったままであ り、家の主人は臼い骨 となって しまっているのを発見 した。(その)

家の内部や無生物の ものは1つ の損失 も無 く、立ったままである(の を見かける)。要するに、

(かつて)壮 麗な町であったカタクの町 は(今)、 砂の底にその ままの状態で残 されているので

ある。…

*

◆ 「大唐西域記」春第十二 盟薩旦那國 ・娩摩城条(T51:945b-c)

【原文】戦地東行三十籐里至娩摩城。有彫檀立佛像。高二丈除、甚多籔癒、時燭光明。凡有疾

病随其痛慮、金薄帖像即時疹復。虚心請願多亦遂求。

聞之土俗日、「此像昔佛在世、僑賞彌國郎陀術那王所作也。佛去世後、自彼凌空至此國北禺

勢落迦城 中。初到此城人安樂富饒、深著邪見而不珍敬。傳其自來神而不貴。後有羅漢禮拝此像C

國人驚骸異其容服、馳以白王。王乃下令、『宜以沙土盆此異人。』時阿羅漢身蒙沙土醐口絶糧。

時有一人心甚不忍。昔常恭敬尊禮此像。及見羅漢密以旗之。羅漢將去謂其人日、『却後七 日、

當雨沙土、填漏此城略無遺類。爾宜知之早圃出計。猶其盆我獲斯狭耳。』語已便去忽然不見。

其人入城具告親故、或有聞者莫不曝笑。

至第二 日大風忽獲吹去機壌、雨雑賓漏衙路。人更罵所告者、此人心知必然、腐開孔道出城外

而穴之。第七 日夜宵分之後、雨沙土涌城中。其人從孔道出、東趣此國止娩摩城。其人緩至其像

亦來。即此供養不敢遷移。聞諸先記日、『繹迦法雛像入龍宮。』

今掲勢落迦城爲大堆阜。諸國君王、異方豪右、多欲襲掘取其賓物、適至其側、猛風暴稜、煙
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雲四合。道路迷失。

【訳文】戦地か ら束へ行 くこと30里余 りで娩摩城に至る。白檀を彫刻 した仏立像が有 る。高

さは2丈 余 りで、甚だ霊験あらたかで、時に光明を灯す。全般的に疾病が有れば、その痛む箇

所 に従って、金薄 を像 に貼 り付ければ、即時に回復する。心を空にして請願すれば、多 くまた

願 いを成 し遂げることが出来 る。

この像について土地の者に聞 くところによれば、次の如 くである。「この像は昔、仏 の在世

に、僑賞彌國(コ ーシャンビー国)の 郎陀術那(ウ ダヤナ》王によって作 られた。仏が世 を去 っ

て後、彼方か ら空 を越 えて、この国の北の禺勢落迦(ラ ウラカ)城 中にや って来た。最初に至

ったこの城の人は、富裕で安楽に暮 らしており、深 く邪見を表に出 し、(その仏像を)大 切に し

なかった。その 自らが来たこと(由 来)を 伝えても、神 として尊ばなかった。後に(1人 の)

羅漢が現れ、 この像 を礼拝 した。(この)国 の人はその態度や服装 を怪 しみ、驚 き恐れ、馳せ

て行って(そ のことを)王 に申 し上 げた。王はそこで、『砂土をその変わった者にふ りかけるよ

うに』 という命令 を下 した。それで、その阿羅漢は身に砂 を受 け、 口に(砂 土を)食 らい食糧

を絶 たれて しまった。

その時、ある1人 の者がいて、(人々のその所業に)心 痛めていた。以前か ら常々恭 しくし、

この像 を尊び敬 っていた。羅漢 を見 ると、密かにその人に食べ物 を供 えた。羅漢 は(そ の街

を)去 ろうとし、その人に次の如 く語った。『(私が)去 った後の7日 間、沙土が降 り、この城

をうずめ満た し、ほぼ生 き残 っている人々はいな くなるでしょう。あなたは、 このことを知 り、

早 く(こ の町から)脱 出する計画を立てた方が良い。皆、私 に(砂 を)ふ りかけた者たちは、

この災難 を受けるで しょう』 と。語 り終わると、す ぐに去 り忽ち姿見えな くなった。その人は

城 に入って、詳 しく親類の者となじみの者に知らせた。中には聞 く者 もいたが、嘲 り笑わない

者はいなかった。

2日 目になると、大風が突然起こり、機れた土壌 を吹 き去 り、様々な宝物 を降 らせ、街路に

満た した。人々は、いよいよ(そ の情報を)知 らせた者 を罵 ったが、この人は心の中で必ずそ

の通 りになると認め、人知れず トンネル を開いて城外に出て、この災難 を避けた。7日 目の夜

半過 ぎに、降った沙土は城中に満ちた。その人は トンネルから出て、東の方向のこの国に向か

って行 き、娩摩城 に留 まった。その人がやっと到着すると、その像 もまたや って来た。そこで、

この場所に供養 し、敢 えて移す ようなことは しなかった。色々な古い記録 には、『釈迦の法が

尽 きれば、像は龍宮に入る』 とあると言う。

今、禺勢落迦城 は大 きな(砂 の)丘 陵を形成 している。諸国の君主や諸方の豪族たちの多 く

は、発掘 しその宝物を手に入れようと欲するが、行って(幸 運にも)そ の側に至った として も、

猛風が急に起 こり、煙雲が四方を取 り囲み、道を見失って しまう」 と。



「砂 に埋 もれた町 」説 話59

*

◆ 「根本読一切有部毘奈耶」巻第四十六 入王宮門學盧第八十二之三(T23:880b・c)

【原文】…時諸五罧、即無飲食、並皆四散唯大迦多演那及世羅芯鋤尼、於此城住。時迦多演那

芯翁、於農朝時執持衣鉢、入勝音城欲行乞食、逢頂讐王出外遊猟。尊者見王便生是念、「或王

見我生不喜心。」避之而去。王逢見已問倭臣日、「何故芯鋤遠相避去。」伝臣答日、「彼芯劉作是

念。『勿令殺父作逆 之人塵鯛我身。』爲斯遠去。」王聞大怒勅諸兵士、各以土一把散芯翻上。時

彼尊者知是事巳、即便化作小室在中端坐。彼諸人罧各以塵土、棄尊者上便成大聚。時利益 ・除

患二大忠臣、見其非理便爲去土、問言、「大徳、今此城人、作無利事。當受何報。」芯鯛報日、

「齊七日來當雨塵土、所有城郭曝堅無遺。」…(中 略)… 即於是 日天雨珍賓、乃至六 日皆雨珍賓。

時彼利益 ・除患二大忠臣、各牧珍賓盛浦二船、於其夜中出城逃避。…(中 略)… 尊者大迦多演

那、於第七 日於此城 中見雨塵土、知是業力不可救濟、即與勝音城中蕾住天女井侍者童子、見土

満城 人無遺子、乗空而去至大聚落。止穀場中暫時停息。整理衣鉢入村乞食、由天力故場中稻穀

自然盈満。…

【訳文】…その時、多 くの五衆は、既 に飲食が無いので、共に皆な四散 し唯だ大迦 多演那Skt.

mahakatyayana及 び世羅 §aila比丘尼のみがこの城 に留 まっていた。

ある時、迦多演那比丘が朝早 くに衣鉢を持 って勝音城に入 り、乞食を行おうとしたところ、

頂轡王が外出 して狩 りに行 くのに遭遇 した。尊者は王を見て、す ぐに次の ような考えが(心 の

中に)生 まれた。「ひ ょっとすると王は私 を見て、嫌悪感 を生ぜ られ るか もしれない」 と。(そ

こで)王 一行 を避けて去 ったのだった。王は(彼 を)見 かけた後、邪な大臣に尋ねて言った。

「何故、比丘は遠 くか ら(私 を)見 ると、避けて去 って しまったのだP」 と。邪な大臣は答え

て言った。「かの比丘はこのような考えを(心 に)起 こしたのです。『父を殺 し、罪を犯 した者

によって我が身に塵が降 りかけられないようにしよう』と。この為 に遠 く去ったのです」 と。

王は(こ の話を)聞 いて大いに怒 り、多 くの兵士に勅 して、それぞれ一握 りの土 を(そ の)比

丘の上に振 りまかせ ようとした。

折 しも、かの尊者はこの事 を知ると、そこです ぐさま小室を作 り出 し、中に入って正座 した。

(この城の)多 くの人々はそれぞれ塵土を、尊者の上に投げ捨て、す ぐに大 きな(土 の)塊 が形

成 され た。ち ょうどその時、利益 ・除患の二大忠臣が、その非道理(な 行い)を 見てす ぐに

(比丘の)た めに土 を取 り除き、尋ねて言 った。「大徳 よ。今、この城の人は、利の無 き事を仕

出か しました。一体、どのような報いを受 けるので しょうか2」 と。比丘は答 えて言 った。

「(今日から)ち ょうど7日 後、塵土が降 り、(それによって)あ らゆる城郭が埋 もれて しまい、

何 も残 らないで しょう」 と。…(中 略)…

まさしくこの 日から、天は珍宝を降ちし、まさに6日 目に至 るまで毎 日、珍宝を降 らせた。



60

そ の 時 、 か の利 益 ・除 患 の 二 大 忠 臣 は、 そ れ ぞ れ珍 宝 を2隻 の 船 に 収 め い っぱ い に し、 そ の 夜

中 に城 を脱 出 した。 …(中 略)…

尊 者 大 迦 多 演 那 は、7日 目に この城 中 に塵 土 が 降 るの を見 る と、 これ は業 力 に て救 済 出来 な

い こ と を悟 り、 直 ち に城 中 の 昔 か ら住 ん で い た天 女 と侍 者 の 童 子 と共 に、 土 が 城 を満 た し、 人

は わ ず か な生 き残 り も無 いの を見 て 、 空 に上 っ て去 り大 き な集 落 に 至 っ た。

(その 集 落の)穀 場 の 中 に落 ち着 き、暫 く留 ま り休 ん で い た 。(比 丘 は)衣 鉢 を 整 理 し村 に 入

っ て 乞 食 した が 、 天 力(天 女の 威神 力)の 為 に 場 中 の 穀 物 が 自ず と満 た され た。 …
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① 羽 田1982;間 野2004:78-81

② 第1部 「本 史 」 と 第2部 「簡 史 」 か ら成 る。[間 野2001:134,注2]に よ る と 、 第1部 の 序 文

の 書 か れ た 年 はAH951/AD1544-45年 、 完 成 した の は952年 ズ ー ル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 末 日(1546年3

月3日)で あ り(953/1546-47年 に 追 加 し た部 分 あ り)、 第2部 は948/1541-42年 と950/1543年 の

間 に 書 か れ た と い う。

③ 在 位1347/8-62/3年 。1361年 、 モ グ ー リス タ ー ンの ハ ー ン に して 、 東 西 に 分 立 し て い た チ ャ ガ タ

イ ・ハ ー ン国 を 久 方 ぶ りに 統 一 した 人 物 。 ま た 、 モ グ ー ル の 岩 主 と し て 初 め て イ ス ラ ー ム に 改 宗

した こ と で も有 名 。

●Grenard1898:240-241;Hamada1978:82-83

0Thacks.:10-13;Teh.:17-23

⑥ ス タ イ ンに よれ ば 、Katakは 「枯 れ た 木 」 を意 味 す るkt3tekと い う言 葉 に 由 来 し、kdteksha-

hriと あ れ ば 、 そ れ は 「沙 漠 の 荒 廃 した 都 市Jを 意 昧 す る とい う(shahrは ペ ル シ ア 語 で 「都 市 」

の 意)[Stein1921:320,n.12,454,n.10]。 こ の こ と か ら 濱 田 は 、 も しTRのLopKatakが

「LopのKatak」
、 つ ま り 「Lopの 荒 廃 し た 町 」 と 理 解 で き る の で あ れ ば 、 そ れ は ロ ー ラ ン

Loulanの 遠 い 記 憶 の 名 残 な の で は な い か とす る[Hamada1978:81,n.6〕 。

⑦ ホ ー ジ ャ は 、 元 来 は 貴 人 を 意 味 す る ペ ル シ ア 語 。 イ ス ラ ー ム 世 界 のtl[1地 域 で 、 一 般 に 、 先 生 、

師 、 主 人 、 宙 官 、 大 商 人 等 の 意 で 用 い られ る。12世 紀 以 後 の 中 央 ア ジ ア で は 、 後 に ナ ク シ ュ バ ン

デ ィー 教 団Naqshbandiyaと 呼 ば れ る イ ス ラ ー ム 神 秘 主 義 者 た ち の 一 派 が ホ ー ジ ャ派 と 呼 ば れ た 。
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(平凡社 『新 イ ス ラム事典 』2002年:ホ ジャ、 間野英 二執筆 を筆者 要約 〉。

⑧Thacks.:10、L12;Teh.:18,L6

⑨ テ クス トは校 訂本 と して は[Thacks:10,U9-11,1,14]と[Teh.:18.1.13-19,1.18]、 写

本 はBritishLibraryAdd.24,090及 びAkademiyaNaukSSSR(InstitutVostokovedeniya)

B648、 英 訳 と して[Elias&Ross2005:10。11],[Thackston1996b:8-9]参 月褒。

⑩ 原 文の この 箇所 で はLopKatakのLopの 部分 が省略 されて い る。

⑪ 『大 正新 脩大 蔵経 』

⑫ 現在 の 和 田地 区策 勒Chira県 の県 治北 の 沙漠 中 に位 置す るU10gh-Ziaratの 地域 に比 定 され る

[水谷1971:405,注1]。

⑬Skt.喰rauraka(コ ー タ ン語raurata)の 音写 と思 わ れ、Krorainaす な わ ち楼 蘭Loulanを 指 す

とい う考 えが あ る[水 谷1971:406,注3;Hamada1978:83]。

⑭ 同 じく 『大 唐西域 記 』巻 第五 ・僑 賞彌 國条 に この 王 と彼 の作 った仏像 につ いての 言及 が あ るが、

ここで語 られ て い る様 に像 が 空 を越 え て掲勢 落迦城 に まで行 った とい う話 につ い て は語 られ て い

な い。
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